






























Investigation of factors to extend Grit















































































































































































































































　Gritは 知 能 と 相 関 が な い と い う 結 果












































































80 始めたことは、どんなことでも最後までやりとげる .67 －.08
78 私は頑張り屋だ .65 .04
72 私は精魂傾けてものごとに取り組む .62 .15
74 重要な試練に打ち勝つため、困難を乗り越えてきた .54 .00
82 困難があっても、私はやる気を失わない .50 －.02
75 数ヶ月以上かかるような計画に集中して取り組み続けることは難しい（*） －.46 .30
76 数年にわたる努力を要する目標を達成したことがある .36 －.08
興味の一貫性 （α=.59）
77 私の興味は年々変わる（*） .12 .75
81 数ヶ月ごとに新しい活動への興味がわいてくる（*） .15 .62
73 あるアイディアや計画に一時的に夢中になっても、あとで興味を失うことがある（*） －.12 .37
79 目標を決めても、後から変えてしまうことがよくある（*） －.23 .34
71 新しいアイディアや計画によって、それまで取り組んでいたことから注意がそれることがある（*） －.13 .32




















47 親は私の悩み事を聞いてくれない（*） .75 .01
38 困ったときには、親を頼りにできる .73 .07
44 私は親と一緒に楽しいことをして過ごす .67 .03
45 親は私のプライバシーを尊重してくれる .64 －.23
41 親は私との会話の時間をつくってくれる .61 .21
39 親は、私にも自分の意見をもつ権利があると思っている .60 －.18
50 私ががんばっても、親はほとんどほめてくれない（*） .54 .03
要求の厳しさ（α=.65）
43 親は私が悪いことをしても叱らない（*） .08 .64
40 親は私に家族のルールに従うことを求めている －.15 .62
49 まちがったことをしても、親から罰を与えられることはない（*） －.13 .57




















N 169 169 169 170 170 163 165 158 151
M 2.38 3.40 3.61 3.46 3.62 4.16 3.46 -1.23 6.14
SD 0.65 0.66 0.77 0.75 0.81 0.71 1.28 1.20 1.33
表４　各尺度間の相関係数
1 2 3 4 5 6 7 8 9
1.興味の一貫性 ̶ .168* －.457** －.133 －.144 －.056 －.119 －.009 －.001
2.努力の粘り強さ ̶ 　.312** 　　.256** －.029 　.093 －.144 －.130 －.013
3.拡散的好奇心 ̶ 　　.487** 　 .002 　.069 －.069 －.014 －.051
4.特殊的好奇心 ̶ 　.042 　.072 －.013 －.108 　.101
5.要求の厳しさ ̶ －.183* －.008 －.100 －.019
6.支援の多さ ̶ 　.142 　.137 　.199*




















































支援の多さ 高群 低群 主効果
交互作用
要求の厳しさ 高群 低群 高群 低群 支援の多さ 要求の厳しさ
興味の一貫性
2.24 2.46 2.33 2.50 0.23 2.96+ 0.20
（0.71） （0.63） （0.40） （0.71）
努力の粘り強さ
3.44 3.60 3.27 3.32 4.29* 0.88 0.21





拡散的好奇心  -.53**  .15
特殊的好奇心  .18*  .24**
暗黙の知能観 .09 .21*
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